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 いわた 
文化財だより 第 160 号 

磐田市教育委員会教育部文化財課 平成 30 年７月 1 日発行 
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かいまいおくりじょうのこと 

内容:古代のまつりについて、考古学の第一人者がわかりやすくお話しします。 

講師: 笹生 衛（さそう まもる）先生（國學院大學神道文化学部教授） 

日時:平成 30年 8月 19日（日）午後 2時～4時 会場:磐田市立中央図書館 視聴覚ホール 

定員:130名（申込先着順）駐車場:ＪＡ遠州中央北側 参加費:無料  

申込み:電話で文化財課 ℡0538－32－9699（平日のみ 8時半～17時）まで 

7月 23日（月）から受付開始（後日入場券を送付します） 

 

 

 

企画展記念講演会『古代のまつり研究最前線』 

スライドショー『平成の発掘調査をふりかえる』 

内容:平成の代表的な発掘調査について、文化財課職員が写真（スライド）で紹介します。 

日時:平成 30年 8月 5日（日）午後 2時～4時  

会場:磐田市立中央図書館 視聴覚ホール 申込み:不要。直接会場にお越しください。 

 
 

 

!? 
平成 30年度 文化財課夏の企画展 

二子塚古墳 

馬形埴輪 
御殿・二之宮遺跡 

人面墨書土器 

遠江国分寺跡  

塔本塑像 

大宝院廃寺遺跡 

せん仏 明ヶ島古墳群出土 

人形土製品 

―磐田の発掘 30年― 
とき:7月 28日（土）～8月 26日（日）午前 9時～午後 6時 

  （※土・日・祝日は午後 5時まで。月曜日休館） 

ところ:磐田市立中央図書館 展示室   入場無料  

 文化財課夏の企画展、今年のテーマは「平成」です。 

思わぬところから弥生時代の住居を発見！企画展初登場の谷田南古墳群、県内唯一の発

見！大宝院廃寺のせん仏、1064点の土製品発見！国指定重要文化財・明ヶ島出土土製品な

ど、平成 30年間の発掘調査の中から、発掘担当者も「ビックリ」した遺跡や出土遺物をご

紹介します。 

磐田市内で見つかった平成のビックリ発掘成果をぜひご覧ください。 

 

 

 

谷田南古墳群 

弥生時代の住居跡 

地面の はヒックリ箱 
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民具が語る歴史 

（全 2 回） 

現在、竜洋郷土資料館にて展示中の右の民具

（農具）をご存知ですか。このコーナーでは、

磐田市内で実際に使われていた民具を紹介する

と共に、民具が語る歴史を紐解きます。 

寺谷用水から水を引く 

第 1 回 水を引く 

磐田市は天竜川の東岸下流域に当

り、市内を縦断するように寺谷用水

が引かれています。寺谷用水は、天

正 16年（1588）に着工、天正 18年

（1590）に竣工
しゅんこう

しました。創設当時

は、寺谷村地内（現在の磐田市寺谷）

に取水口を持ち、浜部村（現在の磐

田市浜部）までの 3里（約 12ｋｍ）

間を、深さ 6尺 2寸（約 1．8ｍ）幅

2間 2尺（約 4ｍ）の水路を切り開い

て導水しました。その水路を流れ来

る水を田に引くとき、踏車や水車な

どが盛んに使われました。 

 海老島で農業をされていた故高橋

市郎さん（明治 44生まれ）によれば、

幼少の頃、水路から水を一段上の水

路または水田に引き上げるときに使

っているのを見たことがあるとのこ

とでした。 

昭和 31年刊「寺谷用水系統図」 

 当館所蔵の水車 

用水・水路は赤で、自然流路が青で描かれています。用水・水路が下流（南）に行くに従い枝分かれし

ていき、水路が広がっていく様子がわかります。 

  

右上の写真は、竜洋地区で使われていた「踏車
ふみぐるま

」とよばれる、

用水路の水を水面より高い位置にある田畑へあげるための道具

です。また、右の写真は、駒場で使われていた「水車
みずぐるま

」という

道具で、踏車と同じく低い位置の水を上へと揚げるために使わ

れていました。 

 

 当館所蔵の踏車 
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【竜洋郷土資料館】磐田市岡 405-47 

 開館時間 9：00～16：30 休館日 月曜日・国民の祝日・年末年始 入館無料 

『農具便利論』に載る「踏車」（左）と「小車」(右) 

 

踏車の実測図 

水車の実測図 

 踏車、水車は江戸時代の著名な農書である『農具便利論』（大

蔵永常（※2）が関東以西の諸国を調査して文政 5年（1822）に

著わした農業技術書。）に図とともに記録されています。 

「用水路の水を水面より高い田畑へ水をあげるには龍骨車(※3)

を使っていた。しかし寛文年間（1661～1673）に大阪・農人橋 

 

  

 

踏車と水車の違い   

踏車と水車、この二つの違いは、踏車は足で踏

み込んで車を回し、水車は手で車を回すというと

ころです。踏車は、木製の車の直径は約 1．8 メ

ートルあり、中央部の垂直に伸びた取手を掴んで、

足を踏み込んで車を回し、向かって右側の一段低

いところの水を、左手の一段上へあげます。水車

は、車の直径は 1メートルで、踏車の約半分の大

きさです。車を手で回し水を下から上へと揚げて

いました。 

 

『農具便利論』に記録された姿 

に住む京屋七兵衛、清兵衛という人がこの踏車という揚水器をつくった。そして宝暦安永

のころ（1751～1781）までに各地に普及して、現在（文政 5年）では、龍骨車を使うとこ

ろは少なくなった。」としています。また、竜洋地区では「水車」とよばれていたものがこ

の『農具便利論』では「小車
こぐるま

」と書かれています。「水中にはいって手でまわす「小車」は、

苗代
なわしろ

などのように小面積の揚水に使うと便利なものである」としています。 

 

  

 

「踏車」と「水車」 

（※3）中国伝来の揚水器。ベルト

コンベア式に人力で水を揚げた。

構造が複雑で壊れやすかった。 

 

 

 

 

 

踏車と水車は、いずれについても大工に精緻
せ い ち

に作らせることが肝要であるとしています。

先に紹介した『農具便利論』には「大工の腕や材木の良否によってたいへん性能が変わっ

てくる。なによりも、材木には極上の檜
ひのき

で、それも節
ふし

がなく木目のつまったものを、年月

をかけてよく枯らせて用い、しかも腕のよい専門の大工をえらんで造らせなければならな

い。」と記しています。腕の立つ大工によって造られた踏車、小車は昭和の初め頃まで磐田

でも実際に使われていました。踏車は、展示されていますので、その大きさや大工の技術

の高さなど、実際に使っているところを想像しながらぜひご覧ください。 

  

 

（※2）江戸時代後期から幕末にか

けての農学者。浜松藩の農政にも

参画していた。 
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踏車を展示している竜洋郷土資料館では、

1階に農業・林業・漁業などで使われた道

具、2階に掛塚港・掛塚祭に関するものな

どを展示しています。ぜひご覧ください。

もう疲れました。 

発行：磐田市教育委員会事務局教育部 
文化財課(磐田市埋蔵文化財センター) 
住所：〒438-0086 磐田市見付 3678-1 
電話：0538-32-9699  
◆WEB 版は市 HP から閲覧できます。磐田市 文化財だより 検索 

 

  

 

 

 

 

 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編 
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 後 
 記 

初めて見た発掘調査現場 コラム 
職員リレー 

髙畑 裕美 

 今年は、明治元年（1868）から 150 年の年にあたります。人々は

「明治維新」をどのように受け止め、近代化の波に対してどのように順

応していったのでしょうか。歴史資料からわかる庶民の明治 150 年を

探ります。 

磐田の近代の幕開け ～庶民の明治 150年～ 

【歴史学習会のお知らせ】※聴講無料、申込み不要 

日時:9月 1日（土）13:30～15:00   

会場:磐田市立中央図書館 視聴覚ホール 

演題:磐田市所蔵資料から見た「庶民の明治 150年」 

講師:歴史文書館館長 木村 弘之 

【問合せ】磐田市歴史文書館 ℡:0538-66-9112  

記念ロゴマーク 

第 21回企画展 

平成 30年 7月 9日（月）～8月 24日（金） 

■休館日 土・日・祝日  ■展示時間 9:00～17:00（入場は 16:30 まで） 入場無料 

 

平成 30年 9月 1日（土）～9月 9日（日） 

■休館日 月曜日 ■展示時間 9:00～18:00（土・日は 17:00まで）入場無料 

 

梅雨入り前の暑い日に鎌田地区の長江崎遺跡発掘調査現場を見てきました。とにかく暑

くて、長居はできないなと思うほど日差しが強い中、作業員のみなさんはコツコツと自分

の持ち場を掘っていました。私自身は考古学を勉強してきたわけでもなく、むしろ社会科

大嫌い（笑）。もちろん発掘の経験もありません。今まで訪れる機会が無く、初めて見た

発掘現場は驚きの連続でした。 

たくさん穴があいていて、その穴には番号札がついていて、よそ見して歩いていたら穴

に落ちそうでした。穴の中をのぞいてみると大きな石が 2、3個あったり…。この現場は

もともと家が建っていたところだそうですが、その土地の真ん中あたりに江戸時代の水が 

明治 150年 

めと思われる土器が埋まっていました。作業員さんが壊

さないように、ゆっくり優しくその周りの土を除いてい

ました。土器はバラバラになって出てくるものだと勝手

に想像していた私。江戸時代のものが長い長い年月を経

て、こうして発掘されるというすばらしさに感動しまし

た。大嫌いだった「社会科」に、興味を持つきっかけと

なりました。 

磐田市歴史文書館 夏の企画展開催！ 

遺構を測量している様子 

 

①磐田市歴史文書館展示室（磐田市岡 729-1、竜洋支所 2階） 

 

②磐田市立中央図書館 展示室（磐田市見付 3599-5） 

 

開通した頃の中泉駅（明治 22年） 

TEL:0538-66-9112

